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研究成果の概要： 

主に日本語のプロソディー構造を特に統語構造・意味構造・情報構造とのインターフェース

という観点から分析し、日本語諸方言におけるアクセントとイントネーションの構造、それら

のプロソディー構造と統語構造、意味構造との関係を明らかにした。これらの成果は諸学会、

研究会および年度末の公開ワークショップにて発表し、また研究成果報告書（冊子体および

PDF）に報告した。 
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研究分野： 言語学 
科研費の分科・細目： 言語学・言語学 
キーワード：プロソディー、文法性、文理解、日本語、韓国語、イントネーション 
 
１．研究開始当初の背景 
 
言語研究において、音声の研究（音声学・音
韻論）と文法（統語論）、意味（意味論、語
用論）の研究は自立性を持つ研究とされ、そ
れらを統合しようとする試みは少なかった。
とりわけ過去 20-30 年間にわたって言語の研
究がより理論的となり、研究分野がさらに細
分化されるにつれ、音声―文法―意味という
言語研究の３つの主要分野が独自の発展を

遂げてきたと言って過言ではない。言語研究
者が比較的少なく、研究分野が多岐にわたっ
ている日本においては特にこの傾向が顕著
であった。ところが近年、音声の中でもイン
トネーションを中心とする「プロソディー」
の研究が言語研究の各方面から大きな注目
を集めており、上記の３分野を統合した研究
の必要性が認識されはじめている。 

まず、統語論、意味論の分野では WH 疑問
文や省略(ellipsis)、代名詞削除(pro-drop)など



の現象において、文の文法性判断にプロソデ
ィーが大きく関わっていることが日本語や
英語をはじめとする諸言語の研究において
指摘されている。特定のイントネーションで
発音すれば、これまで非文法的とされてきた
文が文法的と判断されるようになったり、逆
にこれまで文法的とされた文が別のイント
ネーションで発音されると非文法的と判断
されるようになるという指摘である。言うま
でもなく、「文法性の判断」は統語研究、意
味研究の根幹に関わる部分であるが、この部
分にプロソディーが大きく関わっていると
いうのである。 
同じことが心理言語学の分野でも認識さ

れ始めている。人間が文をどのように理解し
ているかを探る文理解・統語解析の研究にお
いて、プロソディーが重要な役割を果たして
いるということが J. Fodor をはじめとする欧
米の研究者により指摘された。たとえば黙読
(silent reading)で文を読んでいる場合であっ
ても、一定のプロソディー構造を頭に構築し
て文の意味を理解しているという実験結果
が報告されている。プロソディーの構造が人
間の文理解と大きく関わっているという指
摘である。情報構造の研究においても、フォ
ーカス（焦点）が語順などの統語構造だけで
なく、イントネーション句形成などのプロソ
ディー構造とも大きく関わっているという
ことが J. Hirshberg をはじめとする欧米の研
究者により指摘されている。 
 
２．研究の目的 
本研究は言語研究における３つの主要分

野―音声の研究（音声学・音韻論）と文法（統
語論）、意味（意味論、語用論）の研究―を
「プロソディー」（イントネーションを中心
とする文の発音）の研究を軸に統合し、日本
語を主対象に行う研究成果を広く世界に発
信しようとするものである。とりわけ、「プ
ロソディーの構造」、「文法性の判断」、「文理
解のメカニズム」の３つを主たる研究対象と
して、これまで多様化してきた言語研究を一
つのパラダイムに統合することを試みる。 
 
３．研究の方法 
この研究テーマにとって日本語の研究は

潜在的に大きな価値を持っている。たとえば
福岡（博多）方言では WH 要素のスコープが
明示的にイントネーション構造に現れ、鹿児
島方言では疑問文が上昇イントネーション
ではなく下降イントネーションで表される。
東京方言の研究価値はこれまでも評価され
ているが、日本語には上記の研究対象にとっ
て貴重な言語資料・証拠を提供してくれる方
言は多い。本研究ではこれらの言語資料をさ
まざまな視点から分析・考察することにより、
「プロソディーの構造」「文法性の判断」「文

理解のメカニズム」についてこれまでの研究
ではできなかった論証が可能となることを
示す。 
 
４．研究成果 
(1) 日本語（東京方言）の外来語に見られる

促音の生起条件を実証的、理論的観点か
ら分析し、和語や漢語に見られる制約と
同じ制約を受けていることを解明した。 

(2) 琉球語宮古島池間方言について、現地調
査と音声実験に基づいて、その音調体系
と音声的実現の規則を提案し、従来の研
究を修正した。 

(3) 福岡方言とプサン方言において、統語構
造と音調の関係の詳細を明らかにした。
また、宮古島池間方言のアクセントにつ
いて、新たな発見をした。 

(4) 日本語の Wh 句におけるスコープの曖昧
性とイントネーションの関係について、
話し手と聞き手の間で異なる振る舞いが
見られることを明らかにし、そのしくみ
を追求した。 

(5) 東京方言の文末詞「よ」のイントネーシ
ョンについて音声（知覚）実験を行い、
イントネーションと意味の関係について
考察した。また韓国語慶尚道方言の外来
語アクセントについて調査を行い、モー
ラに基づいたアクセント規則を提示した。 

(6) 琉球語宮古方言の池間地区の方言につい
て名詞、動詞のアクセントを調査し、複
合語アクセントの規則を提示した。 

(7) 有アクセント語と無アクセント語の違い
によって，文処理過程における韻律情報
の影響の度合いに違いがあるかを検証し
た．その結果，アクセントの有無とは関
係なく，関係節の始まりを示す情報とし
て韻律情報が機能していることが明らか
になった。 

(8) 宮古島池間方言のアクセント体系の研究
を行ない、2 つのトーンの対立があるこ
とを確認した上で、複合語におけるトー
ン交替現象を明らかにした。 

(9) 日本語の、Wh 句のスコープに関する曖昧
性に着目し、この曖昧性を解消するため
発話において話者が操作する韻律情報と、
また文理解において聞き手が利用する情
報を分析し、両者のずれとその理由を指
摘した。 
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